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の前後で血液輝度（IBS）が上昇する現象が観察される。その現象を step-up IBS = 狭
窄後 IBS – 狭窄前 IBS と定義し、解剖学的評価法である IVUS で評価できるこの
新たなパラメーターが冠動脈狭窄の機能的評価にも有用であるのではないかと仮説
をたてた。 そこで、本研究の目的を、1）step-up IBS が冠血流を反映する指標であ
るかどうかを評価するために step-up IBS と冠血流に影響を与える因子の解析、次に、





を対象とした。全員 IB-IVUSと冠動脈圧測定を行った。FFRは最大充血時に pressure 
wire を用いて測定した。IVUS は通常の gray-scale image 評価と integrated 
backscatter （IB）image 評価を行った。Step-up IBS は（狭窄遠位の平均 IB 値）-
（狭窄近位の平均 IB 値）として計算した。Step-up IBS と冠血流に影響を与える因
子との関係を線形多変量解析（stepwise 法）で解析したところ、心拍数 (r = 0.45, P = 
0.005), 左室駆出率 (r = −0.39, P = 0.01), ヘモグロビン濃度 (r = −0.32, P = 0.04)が
step-up IBS の独立した予測因子であった。また、step-up IBS と FFR (r = −0.84, P < 
0.001)は強い相関を示し、線形多変量解析（stepwise 法）でも step-up IBS は FFR
の独立した予測因子という結果を得た。 
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【結論】 
本研究で、定義した step-up IBS という新しいパラメーターは冠動脈狭窄の機能的評価 
に有用である。 
 
 
 
 
 
